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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　強膜コンタクトレンズを製造する方法において、
　（ａ）レンズの中央部分に位置するベースカーブセグメント、前記ベースカーブセグメ
ントの周囲を取り囲むダイナミックカーブセグメント、前記ダイナミックカーブセグメン
トの周囲を取り囲む角膜縁クリアランスカーブセグメント、及び、前記角膜縁クリアラン
スカーブの周囲を取り囲む周縁カーブセグメントを有する、プレディケートレンズを提供
し、前記プレディケートレンズに関連する、調整を必要とする製造すべき前記コンタクト
レンズの１つ以上の制御点を決定する工程であって、前記１つ以上の制御点は、中央湾曲
クリアランス制御点、中間周縁クリアランス制御点、角膜縁クリアランス制御点、強膜ア
ライメント角、及びこれらの組合せからなる群より選択されるものである工程；
　（ｂ）調整を必要とする前記制御点について１つ以上のセグメントパラメータを改変す
る工程であって、該１つ以上のセグメントパラメータの各々が、少なくとも１つのサジタ
ル成分、少なくとも１つの半径成分、及び少なくとも１つの弦直径成分からなる群より選
択される成分を含み、前記１つ以上のセグメントパラメータの各々についての前記成分の
１つ以上における変更が、前記１つ以上の制御点における対応する変更と関連しており、
さらに、単一のセグメントパラメータに対する変更が、前記１つ以上の制御点の所望の制
御点において前記コンタクトレンズを修正し、かつ、前記１つ以上の制御点の所望しない
制御点において前記コンタクトレンズを修正しない、工程であって、
　前記１つ以上の制御点は、前記セグメントパラメータを改変することにより調整され、
前記セグメントパラメータは、前記ベースカーブセグメント、前記ダイナミックカーブセ
グメント、前記角膜縁クリアランスカーブセグメント、前記周縁カーブセグメント、及び
、これらの組合せからなる群より選択され、
　前記ベースカーブセグメントは、ベースカーブのサジタル成分ＳＡ、ベースカーブの半
径成分ＲＡ、及びベースカーブの弦直径成分ＤＡを含むセグメントパラメータの成分によ
り定義され、前記ダイナミックカーブセグメントは、ダイナミックカーブのサジタル成分
ＳＢ、ダイナミックカーブの半径成分ＲＢ、及びダイナミックカーブの弦直径成分ＤＢを
含むセグメントパラメータの成分により定義され、前記角膜縁クリアランスカーブセグメ
ントは、角膜縁クリアランスカーブのサジタル成分ＳＣ、角膜縁クリアランスカーブの半
径成分ＲＣ、及び角膜縁クリアランスカーブの弦直径成分ＤＣを含むセグメントパラメー
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タの成分により定義され、前記周縁カーブセグメントは、周縁カーブのサジタル成分ＳＤ
、周縁カーブの半径成分ＲＤ，及び周縁カーブの弦直径成分ＤＤを含むセグメントパラメ
ータの成分により定義され、
　前記レンズは、サジタルデプスの合計ＳＴを有し、
　（ｂ－１）前記プレディケートレンズの前記サジタルデプスの合計が指定されることに
より調整され、即ち、指定され調整されたサジタルデプスの合計ＳＴ１＝指定されたもの
、であり、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタル成分および前記
ダイナミックカーブ半径成分が以下の式：
　ＳＢ１＝ＳＴ１－ＳＡ－ＳＣ；及び
　ＲＢ１＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ１＾２））／（２＊ＳＢ１））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記中央湾曲クリアランス
制御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＢ１は、計算されて変更され
たダイナミックカーブサジタル成分、ＲＢ１は、計算されて変更されたダイナミックカー
ブ半径成分である、工程；
　（ｂ－２）前記プレディケートレンズの前記ベースカーブ半径が指定されることにより
調整され、即ち、指定され調製されたベースカーブ半径ＲＡ２＝指定されたもの、であり
、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタル成分、前記ダイナミック
カーブ半径成分、および前記ベースカーブサジタル成分が以下の式：
　ＳＡ２＝ＲＡ２－ｓｑｒｔ（ＲＡ２＾２－（ＤＡ／２）＾２）；
　ＳＢ２＝ＳＴ－ＳＡ２－ＳＣ、及び
　ＲＢ２＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ２＾２））／（２＊ＳＢ２））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記中間周縁クリアランス
制御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＡ２は、計算されて変更され
たベースカーブサジタル成分、ＳＢ２は、計算されて変更されたダイナミックカーブサジ
タル成分、ＲＢ２は、計算されて変更されたダイナミックカーブ半径成分である、工程；
および、
　（ｂ－３）前記プレディケートレンズの前記角膜縁クリアランスカーブ半径が指定され
ることにより調整され、即ち、指定され調整された角膜縁クリアランスカーブ半径ＲＣ３
＝指定されたもの、であり、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタ
ル成分、前記ダイナミックカーブ半径成分、および前記角膜縁クリアランスカーブサジタ
ル成分が以下の式：
　ＳＣ３＝ＲＣ３－ｓｑｒｔ（ＲＣ３＾２－（（ＤＣ／２）＾２－ＲＣ３－ｓｑｒｔ（Ｒ
Ｃ３＾２－（ＤＢ／２）＾２）；
　ＳＢ３＝ＳＴ－ＳＡ－ＳＣ３、及び
　ＲＢ３＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ３＾２））／（２＊ＳＢ３））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記角膜縁クリアランス制
御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＣ３は、計算されて変更された
角膜縁クリアランスカーブサジタル成分、ＳＢ３は、計算されて変更されたダイナミック
カーブサジタル成分、ＲＢ３は、計算されて変更されたダイナミックカーブ半径成分であ
る、工程；
のうちの少なくとも１つを実施する、工程、
および、
　（ｃ）コンタクトレンズを、前記変更したセグメントパラメータに対応する表面を有す
るように成形する工程
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ベースカーブ、前記ダイナミックカーブ、及び前記角膜縁クリアランスカーブのサ
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ジタル成分が、前記コンタクトレンズについてのサジタルデプスの合計を含むことを特徴
とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記周縁カーブのサジタル成分に対する変更が、前記サジタルデプスの合計に影響を及
ぼさないことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記周縁カーブに対する変更が、前記強膜アライメント角制御点における変更に対応す
ることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　　（ｂ－１）前記プレディケートレンズの前記サジタルデプスの合計が指定されること
により調整され、即ち、指定され調整されたサジタルデプスの合計ＳＴ１＝指定されたも
の、であり、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタル成分および前
記ダイナミックカーブ半径成分が以下の式：
　ＳＢ１＝ＳＴ１－ＳＡ－ＳＣ；及び
　ＲＢ１＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ１＾２））／（２＊ＳＢ１））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記中央湾曲クリアランス
制御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＢ１は、計算されて変更され
たダイナミックカーブサジタル成分、ＲＢ１は、計算されて変更されたダイナミックカー
ブ半径成分である、工程を実施することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　（ｂ－２）前記プレディケートレンズの前記ベースカーブ半径が指定されることにより
調整され、即ち、指定され調製されたベースカーブ半径ＲＡ２＝指定されたもの、であり
、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタル成分、前記ダイナミック
カーブ半径成分、および前記ベースカーブサジタル成分が以下の式：
　ＳＡ２＝ＲＡ２－ｓｑｒｔ（ＲＡ２＾２－（ＤＡ／２）＾２）；
　ＳＢ２＝ＳＴ－ＳＡ２－ＳＣ、及び
　ＲＢ２＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ２＾２））／（２＊ＳＢ２））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記中間周縁クリアランス
制御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＡ２は、計算されて変更され
たベースカーブサジタル成分、ＳＢ２は、計算されて変更されたダイナミックカーブサジ
タル成分、ＲＢ２は、計算されて変更されたダイナミックカーブ半径成分である、工程を
実施することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　（ｂ－３）前記プレディケートレンズの前記角膜縁クリアランスカーブ半径が指定され
ることにより調整され、即ち、指定され調整された角膜縁クリアランスカーブ半径ＲＣ３
＝指定されたもの、であり、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタ
ル成分、前記ダイナミックカーブ半径成分、および前記角膜縁クリアランスカーブサジタ
ル成分が以下の式：
　ＳＣ３＝ＲＣ３－ｓｑｒｔ（ＲＣ３＾２－（（ＤＣ／２）＾２－ＲＣ３－ｓｑｒｔ（Ｒ
Ｃ３＾２－（ＤＢ／２）＾２）；
　ＳＢ３＝ＳＴ－ＳＡ－ＳＣ３、及び
　ＲＢ３＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ３＾２））／（２＊ＳＢ３））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記角膜縁クリアランス制
御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＣ３は、計算されて変更された
角膜縁クリアランスカーブサジタル成分、ＳＢ３は、計算されて変更されたダイナミック
カーブサジタル成分、ＲＢ３は、計算されて変更されたダイナミックカーブ半径成分であ
る、工程を実施することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
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【請求項８】
　前記ベースカーブ、ダイナミックカーブ、角膜縁クリアランスカーブ及び周縁カーブが
、球面カーブについてのセグメントパラメータであることを特徴とする、請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　前記ベースカーブ、ダイナミックカーブ、角膜縁クリアランスカーブ及び周縁カーブが
、非球面カーブについてのセグメントパラメータであることを特徴とする、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記非球面カーブが、円錐部、多項式、スプライン、直線、角度線、テーパ線、折れ線
、長方形、正方形、円形、対角線、同心、パターン化、周辺視野、六角形、又は三角形の
構成、若しくは、始点と終点を有し、空間内の２つの定められた点を結ぶ、自由な形状の
線、及び／又は、サジタル成分としての使用に適合した他の形状からなる群より選択され
ることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ダイナミックカーブサジタル成分以外の前記カーブ及び／又はサジタル成分がすべ
て定められており、前記ダイナミックカーブサジタル成分が、所望されるサジタルデプス
の合計を達成するように計算されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　所望しない部位において少なくとも１つの強膜コンタクトレンズを改変することなく、
１つ以上の所望の部位において少なくとも１つの強膜コンタクトレンズをカスタマイズす
るためのシステムであって、
　（ａ）レンズの中央部分に位置するベースカーブセグメント、前記ベースカーブセグメ
ントの周囲を取り囲むダイナミックカーブセグメント、前記ダイナミックカーブセグメン
トの周囲を取り囲む角膜縁クリアランスカーブセグメント、及び、前記角膜縁クリアラン
スカーブの周囲を取り囲む周縁カーブセグメントを有し、調整を必要とするプレディケー
トレンズの１つ以上の制御点部位を決定するための基準として機能する、少なくとも１つ
のプレディケートレンズであって、前記ベースカーブセグメントは、ベースカーブのサジ
タル成分ＳＡ、ベースカーブの半径成分ＲＡ、及びベースカーブの弦直径成分ＤＡを含む
セグメントパラメータの成分により定義され、前記ダイナミックカーブセグメントは、ダ
イナミックカーブのサジタル成分ＳＢ、ダイナミックカーブの半径成分ＲＢ、及びダイナ
ミックカーブの弦直径成分ＤＢを含むセグメントパラメータの成分により定義され、前記
角膜縁クリアランスカーブセグメントは、角膜縁クリアランスカーブのサジタル成分ＳＣ
、角膜縁クリアランスカーブの半径成分ＲＣ、及び角膜縁クリアランスカーブの弦直径成
分ＤＣを含むセグメントパラメータの成分により定義され、前記周縁カーブセグメントは
、周縁カーブのサジタル成分ＳＤ、周縁カーブの半径成分ＲＤ、及び周縁カーブの弦直径
成分ＤＤを含むセグメントパラメータの成分により定義され、該レンズは、サジタルデプ
スの合計ＳＴを有し、前記１つ以上の制御点は、中央湾曲クリアランス制御点、中間周縁
クリアランス制御点、角膜縁クリアランス制御点、強膜アライメント角、及びこれらの組
合せからなる群より選択されるものである、少なくとも１つのプレディケートレンズ；
　（ｂ）調整された強膜コンタクトレンズを形成するための少なくとも１つの強膜コンタ
クトレンズ基板；
　（ｃ）調整を必要とする前記少なくとも１つの強膜コンタクトレンズ基板の１つ以上の
セグメントパラメータを改変するためのデバイスであって、前記１つ以上のセグメントパ
ラメータの各々が、少なくとも１つのサジタル成分、少なくとも１つの半径成分、及び少
なくとも１つの弦直径成分からなる群より選択される成分を含み、前記１つ以上のセグメ
ントパラメータの各々についての前記成分の１つ以上における変更が、前記１つ以上の制
御点部位における対応する変更と関連しており、さらに、単一のセグメントパラメータに
対する変更が、前記１つ以上の制御点部位の所望の制御点部位において前記少なくとも１
つの強膜コンタクトレンズ基板を修正し、かつ、前記１つ以上の制御点部位の所望しない
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制御点部位において前記少なくとも１つの強膜コンタクトレンズ基板を修正しない、デバ
イス
を備えており、
　少なくとも１つのカスタマイズされた強膜コンタクトレンズが、調整された１つ以上の
セグメントパラメータに従って、前記少なくとも１つの強膜コンタクトレンズ基板から前
記デバイスによって形成可能であり、前記デバイスが、
　（ｉ）前記プレディケートレンズの前記サジタルデプスの合計が指定されることにより
調整され、即ち、指定され調整されたサジタルデプスの合計ＳＴ１＝指定されたもの、で
あり、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタル成分および前記ダイ
ナミックカーブ半径成分が以下の式：
　ＳＢ１＝ＳＴ１－ＳＡ－ＳＣ；及び
　ＲＢ１＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ１＾２））／（２＊ＳＢ１））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記中央湾曲クリアランス
制御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＢ１は、計算されて変更され
たダイナミックカーブサジタル成分、ＲＢ１は、計算されて変更されたダイナミックカー
ブ半径成分である、工程；
　（ｉｉ）前記プレディケートレンズの前記ベースカーブ半径が指定されることにより調
整され、即ち、指定され調製されたベースカーブ半径ＲＡ２＝指定されたもの、であり、
前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタル成分、前記ダイナミックカ
ーブ半径成分、および前記ベースカーブサジタル成分が以下の式：
　ＳＡ２＝ＲＡ２－ｓｑｒｔ（ＲＡ２＾２－（ＤＡ／２）＾２）；
　ＳＢ２＝ＳＴ－ＳＡ２－ＳＣ、及び
　ＲＢ２＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ２＾２））／（２＊ＳＢ２））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記中間周縁クリアランス
制御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＡ２は、計算されて変更され
たベースカーブサジタル成分、ＳＢ２は、計算されて変更されたダイナミックカーブサジ
タル成分、ＲＢ２は、計算されて変更されたダイナミックカーブ半径成分である、工程；
および、
　（ｉｉｉ）前記プレディケートレンズの前記角膜縁クリアランスカーブ半径が指定され
ることにより調整され、即ち、指定され調整された角膜縁クリアランスカーブ半径ＲＣ３
＝指定されたもの、であり、前記プレディケートレンズの前記ダイナミックカーブサジタ
ル成分、前記ダイナミックカーブ半径成分、および前記角膜縁クリアランスカーブサジタ
ル成分が以下の式：
　ＳＣ３＝ＲＣ３－ｓｑｒｔ（ＲＣ３＾２－（（ＤＣ／２）＾２－ＲＣ３－ｓｑｒｔ（Ｒ
Ｃ３＾２－（ＤＢ／２）＾２）；
　ＳＢ３＝ＳＴ－ＳＡ－ＳＣ３、及び
　ＲＢ３＝ＳＱＲＴ（（（ＤＡ／２）＾２）＋（（（（（（ＤＢ／２）＾２）－（（ＤＡ
／２）＾２）＋（ＳＢ３＾２））／（２＊ＳＢ３））＾２）））；
に従って計算され、変更されて、製造されるべき前記レンズの前記角膜縁クリアランス制
御点における変更に反映される工程であって、ここで、ＳＣ３は、計算されて変更された
角膜縁クリアランスカーブサジタル成分、ＳＢ３は、計算されて変更されたダイナミック
カーブサジタル成分、ＲＢ３は、計算されて変更されたダイナミックカーブ半径成分であ
る、工程；
のうちの少なくとも１つを実施するためのコンピュータ可読媒体に保存されたアルゴリズ
ムにより、コンピュータにより制御可能であることを特徴とする、システム。
【請求項１３】
　前記デバイスが、切削工具を備えた旋盤を含むことを特徴とする、請求項１２に記載の
システム。



(6) JP 2018-517181 A5 2019.6.27

【請求項１４】
　前記ダイナミックカーブのサジタル成分が、以下：

によって定義されるアルゴリズムに基づいた前記旋盤についての入力パラメータであるこ
とを特徴とする、請求項１３に記載のシステム。
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